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　ランタンに彩られた長崎のまちを、さるくガイドさんとさるきま
せんか？ ランタンフェスティバルがさらに楽しくなりますよ ！ 

ご予約・お問い合わせ／（社）長崎国際観光コンベンション協会　さるく受付  1095-811-0369　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

お問い合わせ　長崎ランタンフェスティバル実行委員会（事務局：長崎市さるく観光課内） 1095-829-1314  ホームページ　http://www.nagasaki-lantern.com/

 

　この祭りは、長崎在住の華僑の人々が中国の旧正月を祝うた
めの行事「春節祭」として始めたもので、長崎新地中華街を中
心に行なわれていました。今では長崎の冬を彩る一大イベントです。
　期間中は、湊公園をはじめ、浜市・観光通りアーケード、中央
公園、中島川公園（眼鏡橋付近）などの市内中心部に、約１万５
千個にも及ぶランタン（中国提灯）が飾られ、街は極彩色に彩ら
れます。　 
　各会場には迫力ある大型オブジェが並び、中でも湊公園は圧
巻です。毎年話題になるメインオブジェはその年の干支。２００９
年は「うし」のオブジェが登場します。 

　また、水面に映る黄色いランタンが幻想的な中島川公園（眼鏡橋付近）、歴史を感じる唐人屋敷跡、
イベント盛りだくさんの中央公園など、会場ごとに違う雰囲気をお楽しみください。 

期間中は毎日、多彩なイベントが
繰り広げられます。中でも、長崎
の伝統芸能として継承されてい
る「龍踊り（じゃおどり）」や「中
国獅子舞」、本場中国の「中国雑技」
「胡弓演奏」は必見です。 
 

唐人屋敷跡で、4つのお堂を巡り、
それぞれにロウソクを立ててお
願い事をすると叶うといわれて
います。また、良縁を求める人や
好きな人と結ばれたい人は、中
国の縁結びの神様「月下老人」（浜
町：浜屋百貨店前）にお願いして
みてはいかが。 
 

湊公園・中央公園など6箇所をチ
ェックポイントとするスタンプラ
リーにもぜひ参加してください。
中国と縁がある場所ばかりで、本
物の中国を満喫できます。参加
者には、抽選でホテル宿泊券や
特産品などをプレゼント。 
 

清朝時代をイメージした豪華な
中国服を身にまとった人々が優
雅に練り歩く「皇帝パレード」や、
江戸時代に長崎で実際に行わ
れたという「媽祖行列」などが、
一段と祭りの雰囲気を盛り上げ
ます。 
 

参 加 料：中学生以上  １名  500円                  
定　　員：各１５名 
日　　時：ランタンフェスティバル期間中毎日実施 
　　　　   午前10時・午後１時出発 
集合場所：湊公園会場（平日） 
　　　　   出島ヘトル部屋（土・日曜日） 
 

湊公園（平日）、出島ヘトル部屋
（土･日曜日）→中華街（新地蔵跡）
→土神堂→福建会館→観音堂
→天后堂→廣済寺→住之江稲荷神社→坂段市場→湊公園 
 

湊公園（平日）、出島ヘトル部屋（土
･日曜日）→中華街（新地蔵跡）
→鹿児島藩蔵屋敷跡→中島川
公園（袋橋・眼鏡橋）→アルコア中通り（商店街）→興福寺 
 
 

湊公園（平日）、出島ヘトル部屋
（土･日曜日）→中華街（新地蔵跡）
→鹿児島藩蔵屋敷跡→浜んま
ち→孫文先生故縁之地→大浦慶居宅跡→祟福寺 
 
 

 

 

湊公園会場 

月下老人 

中国獅子舞 

 ロウソク祈願四堂巡り 

皇帝パレード 

中島川（眼鏡橋） 

隠元禅師初登の地、日本最古の唐
寺・興福寺を訪ねるコース。会場の
中で唯一、黄色のランタンが飾られ
ている中島川公園会場を巡ります。 

長崎に息づく中国の奥深い歴史・
文化を体感するコース。唐人屋敷
会場の４つのお堂を巡ります。 

ふたつの国宝と龍宮門が印象的な
祟福寺を訪ねるコース。迫力あるオ
ブジェやたくさんのランタンが彩る浜
んまち会場を巡ります。 

ホームページ　http://www.saruku.info/

ま　 そ 



お問い合わせ　　のもざき水仙まつり実行委員会（長崎市野母崎行政センター内）　1095-893-1139
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　野母崎地区は、長崎半島の最先端に位置し、五島灘、橘湾、天草灘など三方を海に囲
まれ、温暖な気候で訪れる人々に南国ムードを感じさせてくれるところです。この時期、野
母崎を訪れると、国道沿いや水仙の里公園に咲き匂う水仙が出迎えてくれます。 
 

さるくコース周辺では冬から春にかけて様々な花を楽しむことができます。 
きれいな花が咲く時期にあわせて、長崎のまち歩きを楽しみましょう！　　　 

 ◎1月11日（日）には小中学生の楽器演奏、ビンゴゲームなど楽しいイベントがいっぱいです。 
 

・梅園身代り天満宮…「長崎ぶらぶら節」でも有名なこちらの天満宮は、梅の名所としても知られ
ています。 

・松森神社…長崎三社のひとつと言われた歴史のある神社で、松竹梅をモチーフにした珍しい
灯篭があります。 

 

テーマ：のもざきの水仙及び水仙の里公園などの 
　　　 風景に関するもの 

 

募集期間：１月５日（月）～２月13日（金） 

8,000束／配布日限定 

先着200名／1月11日（日） 

※天候により、花期がずれる場合があります。 

コース名 

・権現山展望公園…国内外の椿、250種約300本、やぶ椿約1万本が自生する椿の名所です。 
  

平安時代に開かれた長崎の要所   ～点在する寺社巡りで野母崎再発見～ 

（１月下旬～） 

（１２月下旬～３月下旬） 

・風頭公園…約370本のソメイヨシノにボンボリを灯し、夜桜見物ができる桜まつりが開催されます。 
  

龍馬が見上げた長崎の空   ～風頭から亀山社中跡、そして寺町へ～ 

・永井隆記念館…永井隆記念館前の御衣黄桜（ぎょいこうざくら）は、平成12年4月に故永井隆博士
の出身地である島根県雲南市三刀屋町から同館の開館を記念して贈られたものです。御衣黄桜は、
ソメイヨシノの開花からおよそ2週間遅れで咲き始める八重桜の一種で、黄緑色の花が咲きます。 
 

アンゼラスの鐘の丘を訪ねて   ～原爆落下中心地・平和公園から浦上天主堂～ 　　　　　 

・城山小学校…被爆した林嘉代子さんを偲んで、母・津恵さんから寄贈された桜（嘉代子桜）や、平
和教育に力を注いだ荒川秀雄先生のご遺族から寄贈された桜（荒川平和桜）が植えられています。 

・グラバー園…園内には、ソメイヨシノや紫もくれんなど、たくさんの四季折々の花が咲き誇ります。 

・戸根川沿道…たくさんの桜が植樹され、春先には満開の桜並木が楽しめます。 
 

・安保地区の花壇…炭鉱時代のアパートがある安保地区にある花壇には、チューリップをメインに
美しい花 を々楽しめます。 
 

長崎は今日も異国だった   ～南山手洋館、港がみえる坂～ 

美しい海に囲まれた緑豊かなまち   ～琴の海の歴史と自然、新鮮な食材を訪ねて～ 

今も弘法さんの伝説が残る町   ～海と緑と太陽と造船の香焼～ 

（３月下旬～４月上旬頃） 

（４月上旬～） 

文人墨客も思案した？   ～丸山巡遊～ 

松森神社から諏訪神社へ   ～緑に包まれた聖地・天満宮とお諏訪さん～ 　　　 

写真コンクール 水仙の花束プレゼント 

豚汁サービス 

コース名 

コース名 

コース名 

コース名 

コース名 

コース名 

コース名 

コース名 

水仙の里公園　平成21年1月5日（月）～2月1日（日） 

被爆校舎で耳をすませば   ～原爆落下中心地から城山小学校へ～ 

場　所 

軍艦島が目の前にせまるロケーションも魅力！！ 
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